
【件名】 

日本入国時の検査証明書等の扱いに関する注意喚起 

 

【ポイント】 

●日本入国時に必要となる検査証明書は、日本の検疫所が有効と判断している検体、

検査方法等が記載されたもののみ認められます。要件を満たさない場合は、空港での

チェックインの際に搭乗を拒否されることがありますのでご注意ください。 

●スマートフォンの携行について、アプリインストールのために必要な OS バージョン

は、iPhone端末で iOS 13.5以上、Android端末で Android 6.0以上となっています。 

 

【本文】 

１ 有効な検査証明書の提出 

（１）日本に入国する場合に提出が求められる新型コロナウイルス感染症に係る検査

証明書については、厚生労働省検疫所において有効と判断する「検体」、「検査方法」、

「検査時間」が指定されているほか、原則として、厚生労働省所定の書式を用いた証

明書を提出することとされています。 

（２）これらの要件を満たさない検査証明書を持参した場合に、空港におけるチェッ

クイン時に搭乗を拒否される等のケースが発生しています。今一度、厚生労働省ホー

ムページで、検体、検査方法、検査時間、所定書式をご確認ください。 

（３）最近の感染の急拡大により、インド国内において検査証明書の取得に時間を要

するケースが発生しているとの情報があります。日本への渡航のために検査を受ける

方はご注意ください。 

 

※厚生労働省ホームページ（検査証明書の提示について）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00248.html 

 

２ スマートフォンの携行 

（１）日本入国に際して提出する誓約書の誓約事項を確保するため、位置情報を提示

するために必要なアプリ等を利用できるスマートフォンの所持が必要となります。ア

プリインストールのために必要な OSバージョンは、iPhone端末で iOS 13.5 以上、

Android端末で Android 6.0 以上となります。 

（２）スマートフォンをお持ちでない場合またはアプリをインストールできないスマ

ートフォンをお持ちの場合は､日本入国時に、ご自身の負担によりスマートフォンをレ

ンタルすることが求められていますのでご注意ください。 

 

※厚生労働省ホームページ（スマートフォンの携行、必要なアプリの登録・利用につ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00248.html


いて） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00250.html 

 

３ インド国内での感染が拡大していますので、在留邦人の皆様におかれては、最新情

報の入手に努め、十分な感染予防対策を講じてください。 

 

（お問い合わせ先） 

在インド日本国大使館 

電話:+91-(0)11-4610-4610（代表） 

email:jpemb-cons@nd.mofa.go.jp 

※「たびレジ」簡易登録をされた方でメールの配信を停止したい方は，以下の URLから

停止手続きをお願いします。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/delete 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00250.html
https://mail.google.com/mail/u/0/h/er3iabopj39z/?&cs=wh&v=b&to=email%3Ajpemb-cons@nd.mofa.go.jp
https://www.google.com/url?q=https%3A%2F%2Fwww.ezairyu.mofa.go.jp%2Ftabireg%2Fsimple%2Fdelete&sa=D&sntz=1&usg=AFQjCNHjrkz3UOORu0zTmlspBOuwxZUC0Q

